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所が平成 15 年度から 19 年度の 5 年度にわたって実施した、「無形の民俗文
化財映像記録作成小協議会」での検討結果をもとに編集しています。この間
の検討の成果については、別に「第８回民俗芸能研究協議会報告書『無形民





































 一般的に、無形民俗文化財の映像記録を製作する目的は、以下の 3 点に集
約されると考えられます。 
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• 製作期間（納期） 

































































































































































○  十分な事前調査を行って、対象を良く知ること。 








































































































に進んでいます。SD と HD では精細度はもちろん、画面が従来の 4:3 から
16:9のいわゆるワイド画面に統一されるという大きな変化があります。現状
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